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paabdand qbatda qaadab aadapaab sdaumsk sumas
交易が小さく悪く、小さな入り江が沢山で、小さい人々が幾らか多かった。
集まった家の集まりの後が合計の出入りだった。

daum aatb aab fab baqaadar batda aatdarb aadaumsb 
家に人が増えるだけだった。辛い人は古い幾らかの農地の傍に多くいた農民を加えて
アアダウム国とした。

bada bada aaand baand sand nadasand daarazi
次々悪くなったが納まり、帯状の国土には争いが無く、小さな土地はできた。

nadaqaab nadfab aadaftdaum sand fatb aadaand
無自立心で広くない人だった。幾らか貧しい国土は辛い国で幾らか小さかった。

badar battb fada dafdand batb nadafaadand aadasaid
農地毎に多くの国があり、終いにはゆったりと変化し、永くは悪く無くなった。
幾らか出入の助けもあった。

bfaadab badaqaab padasb
新らしい人々は約束が少ないプアダ国だった。
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fdaraab battdar aadar badaqaab pabsb
良い農地は全て多くない農地で、所有農地は自立心に従いパブ国となった。

daumaatd aadar fadaum bada dafdar fadarb
家に導きを与え所有農地とした。辛い家は悪く、豊かな農地は辛さが残った。

nadadaqdaind aatsb aafab badaqb sand
小さくない自立の支えで仕事が増え、合流で支配に従った国土だった。

dafand batda daqtdasb aadaum aadaqtdasb
長老が傍に沢山のダクトダ国は所有家はアアダクトダ国だった。

bada qaatdar badasb bafand nadafdaum sand
決められた狭くない農地はバダ国で、前向きではあったが豊かでない家と国土だった。

nadaqtb bada daqtdaum kqttb baar aaar dasb
ナダク国は悪い統治家で後は小さな国だった。土地毎に幾らかの土地が成長した。

badasb kaatdar aadaqdasb badasand nadafb
バツダ国は後に農地を増やしてアアダクダ国となり、競争に従う争いはなかった。

daaadasb aabqtb aafdasb
ダアアダ国は全て小さな国で、アアフダ国となった。


